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修士論文執筆マニュアル 

 

東 京 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 臨 床 心 理 学 コ ー ス  

 

 本 マ ニ ュ ア ル は ， 臨 床 心 理 学 領 域 に お け る 実 証 研 究 を 実 施 し ， 東 京 大 学 大

学 院 教 育 学 研 究 科 臨 床 心 理 学 コ ー ス の 修 士 学 位 論 文 を 執 筆 す る た め の 留 意 点

を ま と め た も の で あ る 。 一 部 は ， 東 京 大 学 教 育 学 部 教 育 心 理 学 科 の 卒 業 論 文

執 筆 要 項 に 準 じ た も の と な っ て お り ， 必 要 に 応 じ て そ ち ら も 参 照 し て も ら い

た い 。 た だ し ， 記 載 に 食 い 違 い が あ る 場 合 に は 本 マ ニ ュ ア ル の 記 載 が 優 先 さ

れ る 。  

 

１ ．  論 文 の フ ォ ー マ ッ ト  

原 稿 は A4 用 紙 を 用 い ，横 書 き で ，1 ペ ー ジ あ た り 40 字 ×30 行（ 1,200 字 ）

と す る 。 原 稿 は ワ ー プ ロ を 用 い て 作 成 し ， 必 ず 中 央 下 位 置 に ペ ー ジ 番 号 を 付

け る 。  

印 刷 は 片 面 の み と し ， 綴 じ た と き に は 左 ペ ー ジ は 白 紙 に な る よ う に す る 。  

文 字 の 大 き さ は 原 則 10.5 ポ イ ン ト と し ，タ イ ト ル な ど に は 適 宜 大 き め の 文

字 を 用 い て よ い 。  

 

２ ．  論 文 の 構 成  

論 文 は ， 問 題 ・ 方 法 ・ 結 果 ・ 考 察 ・ 文 献 な ど の 各 部 分 か ら 構 成 さ れ る こ と

が 望 ま し い 。項 目 は ，部（ 第 1 部 ，第 ２ 部・・・），章（ 第 1 章 ，第 ２ 章・・・）

な ど を 用 い ， 論 理 的 に 構 成 す る 。 た だ し ， そ れ ぞ れ の 研 究 の 特 殊 事 情 に 応 じ

て ，「 第 １ 部：理 論 ，第 ２ 部：調 査 」と し た り ，あ る い は 、研 究 Ⅰ ，研 究 Ⅱ な

ど の 研 究 ご と に 方 法 ・ 結 果 ・ 考 察 と ま と め て 書 い て も か ま わ な い 。 整 理 さ れ

た 形 で あ れ ば ， 必 ず し も 構 成 の 形 式 に こ だ わ る 必 要 は な い 。  
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３ ．  論 文 の 文 章  

論 文 は 「 で あ る 調 」 で 書 き ， 明 瞭 で 簡 潔 な 記 述 を 心 が け る 。 使 用 す る 文 字

は ， 原 則 と し て 常 用 漢 字 ・ 新 仮 名 づ か い と す る 。  

数 量 ・ 順 序 ・ 年 月 日 等 を 表 す 数 字 は ア ラ ビ ア 数 字 を 用 い る 。 固 有 名 詞 や 熟

語 ， 数 量 を 表 す 意 識 の 弱 い 語 は ， 漢 字 ま た は ひ ら が な 書 き と す る 。 数 字 に つ

い た 度 量 衡 単 位 は ， 国 際 度 量 衡 表 記 に よ る （ 例 ： ５ m， 10kg な ど ） 。  

読 点 は 「 ， 」 ， 句 点 は 「 。 」 と す る 。  

略 語 は 原 則 と し て 使 用 し な い 。 た だ し ， 記 述 が 煩 瑣 に な る こ と を 避 け る た

め に 用 い る 場 合 等 に は ， 初 出 の 際 に そ の 略 語 の 意 味 を 明 示 し た 上 で 使 用 し て

も よ い 。  

外 国 の 人 名 ， 地 名 な ど の 固 有 名 詞 は ， 原 則 と し て 原 語 を 用 い る 。  

 

４ ．  図 表  

図 表 は 必 要 最 小 限 に し ， 必 ず 本 文 で 言 及 す る 。 図 表 に は ， 図 １ ， 表 １ な ど

番 号 を つ け る 。章（ ま た は 部 ）の 番 号 を 加 え て ，図 1-1，表 1-1 の よ う に し

て も よ い 。  

図 表 に は ， 番 号 に 加 え て そ れ ぞ れ 表 題 を つ け る 。 表 題 の あ と に 簡 単 な 内 容

説 明 を 加 え て も よ い 。 表 題 は 表 の 場 合 に は 上 に ， 図 の 場 合 に は 下 に つ け る 。  

 

５ ．  文 献 の 引 用  

文 献 を 引 用 し た 場 合 は ， そ の 後 に 著 者 名 （ 姓 の み ） お よ び 出 版 年 を 括 弧 に

入 れ て“（ 下 山 ，2010）”の よ う に 記 述 す る 。た だ し ，同 姓 の 著 者 と 混 同 す

る 恐 れ が あ る 場 合 に は ， 欧 文 で は イ ニ シ ャ ル を ， 邦 文 で は 名 を 添 え る 。  

本 文 中 に 著 者 名 が 含 ま れ て い る 場 合 に は ，“ 下 山（ 2010）に よ れ ば ，‥ ‥ ”

の よ う に ， 著 者 名 の 直 後 に 出 版 年 の み を カ ッ コ に 入 れ て 添 え る 。   

 

著 者 が 複 数 の 場 合 に は 筆 頭 者 の み を 挙 げ ， 邦 文 の 場 合 「 ～ ほ か 」 あ る い は

「 ～ ら 」 ， 欧 文 の 場 合 「 et al .」 と 続 け る 。  
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翻 訳 書 の 場 合 に は ，原 典 の 発 行 年 と 翻 訳 書 の 発 行 年 を ，“ ／ ”で 併 記 す る 。  

例 ：  本 文 中 記 載 ： Flick（ 1995／ 2002）  

引 用 末 記 載 ： （ Fl ick,  1995／ 2002）  

 

本 文 中 の 同 一 箇 所 で 複 数 の 文 献 を 引 用 す る と き に は ， 文 末 の 同 じ 括 弧 内 に

文 献 を 列 挙 す る 。 複 数 著 者 の 文 献 の 場 合 に は ， 著 者 の 姓 の ア ル フ ァ ベ ッ ト 順

に セ ミ コ ロ ン で 区 切 り ， ま た 同 一 著 者 に つ い て は 出 版 年 順 に 並 べ て そ れ ら を

カ ン マ で 区 切 っ て 示 す 。  

 例 ： （ McLeod, 2007; 下 山 , 1999, 2000）  

文 献 の 一 部 を 直 接 引 用 す る と き は ， 原 文 の 通 り 正 確 に 転 記 し ， 引 用 し た 箇

所 を “  ” で く く り ， ペ ー ジ 数 を 明 示 す る 。   

 例 ：  “ ○ ○ ○ ” （ 中 釜 ， 2008， pp.12-13） 。  

 

６ ．  引 用 文 献 表  

本 文 中 に 引 用 し た 文 献 の リ ス ト は ， 論 文 の 最 後 に 一 括 し て 示 す 。 引 用 し て

い な い 文 献 （ 参 考 文 献 等 ） を 記 載 す る 必 要 は な い 。  

記 載 順 は ，雑 誌 の 場 合 は ，著 者 名 ，刊 行 年 次 ，表 題 ，雑 誌 名 ，巻 ，ペ ー ジ ，

著 書 の 場 合 は ， 著 者 名 ， 刊 行 年 次 ， 著 書 名 ， 出 版 社 （ 出 版 社 が 外 国 の 場 合 は

所 在 地 を 含 む ） ， 著 書 の 分 担 執 筆 の 場 合 は ， 著 者 名 ， 刊 行 年 次 ， 表 題 ， 編 者

名 ，著 書 名 ，出 版 社（ 出 版 社 が 外 国 の 場 合 は 所 在 地 を 含 む ），ペ ー ジ と す る 。  

そ の 他 、 細 か な 書 式 は 、 『 心 理 学 研 究 』 （ 日 本 心 理 学 会 ） の 文 献 の 書 式 に

準 じ る も の と す る 。  

①  雑 誌 の 場 合 ：   

＜ 洋 雑 誌 例 ＞  

Markus, H. R. ,  & Kitayama, S.（ 1991）. Culture and the Self :  Impl icat ions for 

Cognit ion,  Emot ion, and Mot ivat ion . Psychological  Review, 2, 224-253. 

＜ 和 雑 誌 例 ＞  

下 山 晴 彦（ 1996）．ス チ ュ ー デ ン ト・ア パ シ ー 研 究 の 展 望  教 育 心 理 学 研

究 , 44(3) ,  350-363. 
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②  単 行 書 の 場 合 ：  

＜ 洋 書 例 ＞  

offman, L.（ 1981）.Foundat ions Of Fami ly Therapy: A Conceptua l Fram

or Systems Change. New York: Basic Books. 

H ework 

F

Ler

Co

洋 子

た し 信

＜ 和 書 例 ＞  

田 中 千 穂 子 （ 2009） ． 母 と 子 の こ こ ろ の 相 談 室  : "関 係 "を 育 て る 心 理 臨

床  改 訂 新 版  山 王 出 版   

③  編 ・ 監 修 の 場 合 ：  

＜ 洋 書 例 ＞  

Bel lav ia,  G. M. ,  & Frone, M. R. (2004). Work-Fami ly Conf l ict .  In Bar l ing,  J . ,   

Kel loway, E,  K. ,  & Frone, M. R. (Ed) Handbook of Work Stress. Cal i forn ia :  

Sage Pub l icat ions . pp .113-149. 

＜ 和 書 例 ＞  

能 智 正 博 （ 2008） ． 「 よ い 研 究 」 と は ど う い う も の か ― 研 究 の 評 価  下

山 晴 彦 ・ 能 智 正 博 （ 編 ） 臨 床 心 理 学 研 究 法 1 心 理 学 の 実 践 的 研 究 法 を 学

ぶ  新 曜 社  pp.17-30.  

④  翻 訳 書 の 場 合 ：  

ner, H. G.（ 1989） . The Dance of Int imacy: A Woman's Guide to  

urageous Acts of Change in Key Relat ionships.（ レ ー ナ ー ， H. G. 中 釜  

（ 訳 ） （ 1994） ． 親 密 さ の ダ ン ス ― 身 近 な 人 間 関 係 を 変 え る  （ わ  

ら し さ の 発 見 ）  誠 書 房 ）  
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＜ 実 践 的 研 究 を 実 施 ・ 執 筆 す る 際 の 留 意 点 ＞  

実 践 的 研 究 を 実 施 す る 際 に は ， 下 記 の 倫 理 事 項 を 遵 守 し な く て は な ら な い 。  

な お ， こ こ で い う 実 践 的 研 究 と は ， 現 実 の 変 化 を 目 的 と し て ， 研 究 者 が 実 践 活 動 を

通 し て 現 場 で 対 象 に 介 入 し な が ら デ ー タ を 収 集 し ， 現 実 の 複 雑 な 諸 要 素 を 全 体 的 に 捉

え よ う と す る 研 究 枠 組 み の こ と を 指 す 。 具 体 的 に は ， 事 例 研 究 や ア ク シ ョ ン リ サ ー チ

な ど の 研 究 法 を 用 い て 行 わ れ る 研 究 が 含 ま れ る 。  

①  研 究 計 画 上 の 注 意：研 究 対 象 者 が 被 る か も し れ な い 短 期 的・長 期 的 な リ ス ク を 多 面

的 に 考 慮 し ，対 象 者 の 心 身 の 状 態 あ る い は 臨 床 実 践 の プ ロ セ ス に 対 し て ，回 復 が き

わ め て む ず か し い 影 響 を 与 え る リ ス ク が 高 い 研 究 は 行 っ て は な ら な い 。  

②  研 究 の 承 認：事 前 に ，大 学 の 研 究 倫 理 委 員 会 に 対 し て 研 究 計 画 を 提 示 し ，そ の 承 認

を 受 け る こ と が 望 ま し い 。  

③  イ ン フ ォ ー ム ド・コ ン セ ン ト：そ の 研 究 に 関 係 す る 研 究 協 力 者 に 対 し ，研 究 の 目 的 ，

手 続 き ，リ ス ク ，利 益 ，プ ラ イ バ シ ー の 保 護 な ど の 情 報 を 口 頭 お よ び 書 面 で 呈 示 し ，

原 則 と し て 文 書 の 形 で 理 解 と 承 認 を 得 る 。  

④  幼 児 や 障 害 者 へ の イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト：幼 児 や 知 的 障 害・精 神 障 害 を も つ 者

な ど ，研 究 に 関 す る 説 明 を 理 解 す る こ と が 困 難 と 予 想 さ れ る 者 が 直 接 の 研 究 対 象 者

と な る 場 合 に は ，保 護 者 や 代 理 人 な ど を 代 諾 者 と し て 十 分 な 説 明 を 施 し ，そ の 理 解

と 承 認 を 得 る 。  

⑤  多 重 関 係 の 禁 止：研 究 対 象 者 と の 間 に 研 究 を 仲 立 ち と し た 関 係 以 外 の 私 的 な 関 係 を

構 築 し な い 。ま た ，原 則 と し て ，現 在 自 分 と 利 害 関 係 や 親 密 な 関 係 に あ る 者 ，あ る

い は 過 去 に そ う で あ っ た 者 を 研 究 対 象 者 に は し な い 。  

⑥  研 究 対 象 者 の プ ラ イ バ シ ー の 尊 重：研 究 対 象 者 の プ ラ イ バ シ ー に 関 し て 守 秘 義 務 を

負 い ， 研 究 の 過 程 で 知 り 得 た 個 人 情 報 は ， 研 究 目 的 以 外 に は 使 用 し な い 。  

⑦  研 究 結 果 の 公 表：研 究 結 果 を 公 表 す る 場 合 に は ，研 究 対 象 者 や 周 囲 の 人 々 の プ ラ イ

バ シ ー に 最 大 限 の 配 慮 を す る 。 研 究 対 象 者 等 か ら 否 定 的 な 意 見 が 出 さ れ た 場 合 に

は ，そ の 理 由 を 確 認 し て 発 表 内 容 を 修 正 し た り 話 し 合 い で 問 題 を 解 決 す る な ど ，誠

実 に 対 応 す る 。研 究 者 は ，原 則 と し て 研 究 対 象 者 を 特 定 で き る 個 人 情 報 は 仮 名 な ど

を 用 い て 匿 名 化 す る な ど の 工 夫 を 行 う 。直 接 の 研 究 対 象 者 が 実 名 の 公 表 を 許 可 な い

し 要 請 し た 場 合 で も ， 関 係 者 全 体 が 被 る 影 響 を 常 に 考 慮 し て 表 現 を 工 夫 す る 。  
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	＜洋書例＞Hoffman, L.（1981）.Foundations Of Family Therapy: A Conceptual Framework For Systems Change. New York: Basic Books.
	Lerner, H. G.（1989）. The Dance of Intimacy: A Woman's Guide to 
	Courageous Acts of Change in Key Relationships.（レーナー，H. G. 中釜
	洋子（訳）（1994）．親密さのダンス―身近な人間関係を変える （わ
	たしらしさの発見）　誠信書房）

